
第第４４回回水水辺辺・・流流域域再再生生ににかかかかわわるる国国際際フフォォーーララムム  

「「街街づづくくりりとと河河川川のの保保全全・・再再生生」」  

～～  アアジジアア河河川川・・流流域域再再生生ネネッットトワワーークク（（AARRRRNN））  ～～  

開開催催ののごご案案内内  

  

  

  

  

  

  

●日 時 ： 平成 19 年 11 月 30 日(金)13:00～17:00（受付開始 12:30） 
●場 所 ： 全国都市会館 2F 大ホール 

http://www.toshikaikan.or.jp/ 

〒102-0093 東京都千代田区平河町 2-4-2 

ＴＥＬ/ 03-3262-5231 ＦＡＸ/ 03-3261-5535 

有楽町線「麹町駅」1 番出口より徒歩 3分 

有楽町線・半蔵門線「永田町駅」5 番出口より徒歩 4分 

丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」弁慶口より徒歩 7分 

南北線「永田町駅」9 番出口より徒歩 4分 

ＪＲ線：「四ツ谷駅」麹町口より徒歩 15 分  

  

  

  

●通 訳 ： 日英同時通訳 

●プログラム ： 裏面参照 

●参 加 費 ： 無料 

●申 込 み先 ： （財）リバーフロント整備センター 
（裏面の申込み用紙またはＥメールにてお申込み下さい） 

●定 員 ： 200 名 
 

●主 催 ： アジア河川・流域再生ネットワーク （財団法人リバーフロント整備センター） 

●後 援 ： 国土交通省、東京都建設局、中国水利水電科学研究院、韓国建設技術研究院、 

応用生態工学会、(社)建設コンサルタンツ協会、日本水フォーラム 

 

 

 

 

 

 

〒102-0082 東京都千代田区一番町 8 一番町 FS ビル 3F 

財団法人リバーフロント整備センター 技術普及部 丹内、伊藤（将） 

Tel：03-3265-7121  Fax：03-3265-7456  E-mail：info@a-rr.net 

 

2007.11.21 付

開開催催ににああたたっってて  
現現在在、、世世界界的的にに水水辺辺・・流流域域再再生生にに関関すするる活活動動やや研研究究がが実実施施さされれてていいまますす。。今今後後、、よよりり効効率率的的かかつつ効効果果的的なな活活動動等等

をを実実施施すするるたためめににはは、、各各国国内内ににととどどままららずず、、国国内内外外ととのの情情報報のの交交換換でで知知識識のの共共有有をを図図るるここととがが有有効効ででああるるとと考考ええらられれ

まますす。。  

第第 44 回回世世界界水水フフォォーーララムム「「自自然然再再生生分分科科会会」」ででのの提提言言をを踏踏ままええてて、、22000066 年年 1111 月月にに中中国国、、韓韓国国、、日日本本のの 33 カカ国国をを軸軸

ににししたたアアジジアア河河川川・・流流域域再再生生ネネッットトワワーークク「「AAssiiaann  RRiivveerr  RReessttoorraattiioonn  NNeettwwoorrkk((AARRRRNN))」」はは設設立立ししままししたた。。  

本本フフォォーーララムムでではは、、都都市市のの発発展展とと水水辺辺のの再再生生にに着着目目しし、、AARRRRNNのの関関係係諸諸国国をを中中心心にに各各国国のの河河川川再再生生ププロロジジェェククトトにに

つついいててごご紹紹介介ししまますす。。  

※隣接する都市センターホテルとお間違いのなきよう宜しくお願いします。

※「水辺・流域再生に関わる国際フォーラム」は河川整備基金の助成を受けて実施します。 

また、本フォーラムは、土木学会継続教育（CPD）制度のプログラムとして認定されています。 

問い合わせ先 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                         
参加申し込み (下記に記入の上ＦＡＸか、同等内容のＥメールにて受け付けます) 

(財)リバーフロント整備センター 技術普及部 丹内、伊藤（将） 

TEL：03-3265-7121   FAX：03-3265-7456   E-mail：info@a-rr.net 

 

申し込み方法：①氏名、②勤務先(会社名)、③郵便番号、④住所、⑤電話番号、⑥ＦＡＸ番号、⑦E-mail アドレス 

をご記入の上、ＦＡＸまたはＥメールにて下記まで、お申し込み下さい。 

 
＜個人情報の取り扱いに関して＞ 
参加申込書に記載いただいた情報については、今後、当センターが行う各種講演会、セミナー等の開催をお知らせする
際に使用させて頂く場合がございます。当センターからの情報の提供を拒否される場合は、お手数ですがその旨を備考欄
にご記入下さいますようよろしくお願い申し上げます。 

(ふりがな) 

氏   名 

                                            （専門分野：            ）

勤 務 先  

連 絡 先 自宅       所属       （いずれかに○） 

〒     －      

住所： 

TEL：               FAX：               E-mail： 

備   考  

                                                        （敬称略） 

■開会 

13:00～13:05 開催挨拶 (財)リバーフロント整備センター 理事長 竹村 公太郎  

13:05～13:10 来賓挨拶 国土交通省河川局 河川環境課 課長 中嶋 章雅 

■特別講演 
13:10～13:40 隅田川を中心とした河川再生 

          東京都建設局 河川部計画課 課長 長島 修一 

■海外事例紹介 
13:40～14:10 事例紹介１ 韓国：韓国の河川再生プロジェクト 

          韓国建設交通部 河川計画課 課長 キム サクヒョン 

14:10～14:40 事例紹介２ 中国：長江における“四大家魚”の産卵環境再生について 

          中国水利水電科学研究院 水環境研究所 副所長 リャオ ウェンゲン 

14:40～15:10 事例紹介３ タイ：タイの河川・湿地再生に関する取組み 

         タイ天然資源環境省 水資源局水資源政策計画部 部長 スラポール パタニー 

15:10～15:40 事例紹介４ イギリス：ヨーロッパの河川再生に向けた政策と情報交換 

          河川再生センター センター長 マーチン ジェーンズ 

【休憩 15:40～15:50】 
■総合討論 

15:50～17:00 総合討論「街づくりと河川の保全・再生」 

座   長： 玉井 信行 ARRN 会長、金沢学院大学大学院 特任教授、東京大学名誉教授 

パネリスト：  

韓国建設交通部 河川計画課 課長 キム サクヒョン 

中国水利水電科学研究院 水環境研究所 副所長 リャオ ウェンゲン 

東京都建設局 河川部計画課 課長 長島 修一 

タイ天然資源環境省 水資源局水資源政策計画部 部長 スラポール パタニー 

河川再生センター センター長 マーチン ジェーンズ 

17:00 閉会 

 
 


